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本日の次第

１ 浅見市長あいさつ

２ 仁連委員長あいさつ

３ 南長浜まちづくり検討会議等による検討経過について

４ 意見交換

５ 今後のスケジュール

令和６年１０月４日（金）
長浜市役所３階 特別会議室



＊南長浜地域まちづくりの検討プロセス

昨年度（令和5年度）の取組まとめ

＊次世代起点デザイン
「現在」ではなく、「未来」・「未来に存在する人」を起点としたデザイン

過去と現在の
リサーチ

未来の
リサーチ

未来のデザイン

＃未来エコシステムマップ
＃未来ペルソナ 3



＊南長浜地域まちづくりコンセプト for 2050

昨年度（令和5年度）の取組まとめ

◆まちづくりのコンセプト◆

まじわり、未来がそだつまち

のこす

そだつ

まじわる

・地域古来の歴史や伝統文化、神社仏閣が維持され、次世代へ引き継がれている。
・里山、田園、溜池など、固有の豊かな自然や景観が保全されている。
・地域で支えあう市民活動の枠組みが継承され、機能している。

・大学や高校などの教育インフラを背景として地域の担い手や世界に羽ばたく人材が育つ。
・誰もがチャレンジできる場や機会が豊富にあり、新しい仕組みや活動が盛んに生まれている。
・地域固有の資源や知の集積を活かして、若者にとって魅力ある新たなビジネスが次々と創出される。
・賑わいを創出する店舗や施設が立地している。
・健康管理・医療・介護・福祉サービスが充実している。
・食料や再生可能エネルギーなどの地産地消が広がっている。
・歴史や伝統文化、故郷の風景、市民活動等を通じて愛着や誇りが醸成される。

・高い交通利便性を背景に、長浜に人や資本を呼び込むゲートウェイとして機能している。
・地域内外の若者が集まり、様々な分野で活発に交流、活動している。
・地域資源を活かして交流・関係人口が絶えず往来している。
・バイオなど先端的な知の集積がある一方で、昔ながらの伝統（「結」等）が存在しており「新しいモノ
コト」と「古き良きモノコト」が共存している。
・「デジタル」と「アナログ」、「ファスト」と「スロー」など、これまで相対と捉えていたヒト、モノ、コトをとも
に地域の価値として、人々を惹きつけている。

4



今年度の取組について

＃検討体制

＊南長浜地域まちづくりビジョンの策定

※パートナー企業一覧（令和6年10月1日時点）

長住建設株式会社 一般社団法人琵琶湖スポーツ振興協議会 5
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今年度の取組について

＃令和６年度 南長浜地域まちづくり検討会議 委員名簿

氏　　名 所　属　等 部会

1 谷口　嘉之 滋賀県立大学地域共生センター ゲートウェイ部会

2 杉本　泰宣 合同会社CDS ゲートウェイ部会

3 磯崎　真一 NPOはまかる ゲートウェイ部会

4 藤居　海好 東京長浜リレーションズ ゲートウェイ部会

5 今庄　啓二 京都大学 経営管理大学院 インキュベーション部会

6 今泉　翔一朗 株式会社日本総合研究所  JRI インキュベーション部会

7 市岡　敦子 株式会社日本総合研究所  JRI インキュベーション部会

8 横田　聡
Greener 代表
Community Acceleration empower 責任者

インキュベーション部会

9 熊谷　理美 わけわけDeli インキュベーション部会

10 茂森　仙直 株式会社アクアリング ライフスタイル部会

11 岩嵜　博論 武蔵野美術大学 ライフスタイル部会

12 瀧澤　佳那 東京長浜リレーションズ ライフスタイル部会

13 小出　篤 長浜市DXフェロー ライフスタイル部会

14 蒲生　仙治 日本ソフト開発株式会社　代表取締役社長 まちづくりアドバイザー

15 畑下　嘉之 社会福祉法人青祥会　理事長 まちづくりアドバイザー

16 石井　太 湖北工業株式会社　代表取締役社長 まちづくりアドバイザー

17 松居　繁隆 長住建設株式会社　取締役会長 まちづくりアドバイザー

18 段野　孝一郎
株式会社日本総合研究所  JRI
リサーチコンサルティング部門

まちづくりアドバイザー

19 野﨑　伸一 一般社団法人エコシステム社会機構 まちづくりアドバイザー

20 小玉　貴江 一般社団法人エコシステム社会機構 まちづくりアドバイザー
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今年度の取組について

⚫ 市ホームページにおける企業紹介、活動掲載
⚫ プロジェクト事業に係る行政連携、協力支援
⚫ 実証フィールドの提供

企業へのサポート

行政連携、地域貢献

南ながはま
共創パートナー企業

長浜市

＊南ながはま共創パートナー企業の募集について

ビジョン掲載・事業実施

⚫ 事業等の提案
⚫ 実証事業などにおける技術・ノウハウ、体験版製品などの提供
⚫ まちづくりに関する情報発信等

※まちづくりの方向性に合うもの
※事業実施が現実的であるもの など
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検討会議での議論経過について

＃第１回 6月25日（火）

＃第２回 7月19日（金）

昨年度のまちづくりコンセプトの作成経過について、委員構成が大幅に変わったため
改めて振り返りました。その上で、今年度策定するまちづくりビジョンのイメージを共有
しました。

各部会に分かれて、まちづくりビジョンの策定に向けた事業アイデアについてワーク
ショップ形式により議論を行いました。
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今年度の取組について

＃第２回検討会議において出された主な意見

 2050年に向けて魅力ある地域とするために必要な要素や事業の洗い出しを実施
 ワークショップ形式で部会ごとに取りまとめた
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検討会議での議論経過について

＃第３回 8月19日（月）

第２回に引き続き、南長浜地域においてコンセプトを具現化する取組アイデアについて
議論しました。
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検討会議での議論経過について
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検討会議での議論経過について
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検討会議での議論経過について
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検討会議での議論経過について

＃第４回 9月17日（火）

南長浜地域において、どのような機能を設定していくべきか、コンセプトや未来ペルソ
ナを想起しながら、ゾーニングの視点から議論しました。

■ゲートウェイ部会
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検討会議での議論経過について

＃第４回 9月17日（火）

南長浜地域において、どのような機能を設定していくべきか、コンセプトや未来ペルソ
ナを想起しながら、ゾーニングの視点から議論しました。

■インキュベーション部会
人との交流からビジネスの初期
アイディアが生まれ続けるゾーン

おひさまと水平線を活かした
リラックスゾーン
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検討会議での議論経過について

■ライフスタイル部会 関係人口ゾーン

ウォーカブルライフスタイルゾーン
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今年度の検討の流れについて

共創会議

＃第４回 9月17日（火）

・ゾーニングの検討

＃ビジョン策定（３月）

検討会議

＃第１回 10月4日（金）

＃第２回 2月予定

＃第５回 11月19日（火）

・ロードマップの検討

＃第６回 1月14日（火）

・まちづくりビジョン(案)の検討

＃第１回 6月25日（火）

・検討会議の進め方

＃第２回 7月19日（金）

・ワークショップ

＃第３回 8月19日（月）

・ワークショップ
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今年度の取組について

＃（仮称）南長浜地域まちづくりビジョン（想定アジェンダ）



＃ビジョンのイメージ ［北九州市2050まちづくりビジョン「みちとくちぶえ」］から抜粋

今年度の取組について
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ライフスタイル部会

インキュベーション部会

ゲートウェイ部会

世の中の流れ ほか

まちづくりロードマップの作成

南長浜
まちづくり
ビジョン

２０５０年２０30年

のこす

2050年
南長浜

エコシステム

２０31年誕生

２０35年 ２０40年 ２０45年

神田SIC開通

滋賀県北部産業団地

そだつ

まじわる

２０２５年

長浜農業
高校移転

文教短期
大学開校

北陸自動
車道開通

長浜中央卸売
市場開場

長浜ドーム開場

市立長浜
病院移転

バイオインキュベーション
センター開設

長浜バイオ大学開校

豊島池フェスティバル開催

環境ビジネスメッセ開催

きんたろう会設立

各地域づくり
協議会設立

神田まちづくり
センター新設

サイエンスパーク
分譲開始

今年度の取組について
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＜参考＞県と市町の連携による産業用地開発事業

企業の設備投資意欲の高まりを背景に、滋賀県は、産業立地戦略に基づき、県内北部地域
（長浜・米原・高島）及びそれ以外の合計２か所で「県と市町の連携による産業用地開発事
業」に取り組むとし、本年３月から候補地の募集を開始されました。

本市は、米原市と共同で下図の範囲を応募します。

場所：長浜市加田町及び加田今町地先（米原市長沢を含む）
面積：約３５ha （長浜市 約１８ha 、米原市 約１７ha）

県が重点的に立地を促進する
産業分野

①医薬品・医療機器
②バイオ
③蓄電池
④電子部品・半導体
⑤新モビリティ
⑥情報通信業
⑦グリーン物流
⑧観光（宿泊施設に限る）


